
TEL.055-223-1339 FAX.055-223-1525
E-Mail:kouho@pref.yamanashi.lg.jp

〒400-8501 山梨県広聴広報課印刷広報担当

原則毎月1日に掲載します。2月号［VOL.46］
http://www.pref.yamanashi.jp/県のホームページ

山梨県やまなし県政だより
県政だより「ふれあい」についての
ご意見やご感想をおよせください。

■問い合わせ　1055-226-2586

第4回資料紹介展示「山梨のお国自慢
～日本や世界に自慢できる山梨～」
s～3月23日（日）

県立図書館
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2月・3月第1週の

山梨放送 YBSラジオ

山梨放送 YBSテレビ

テレビ山梨 UTY

北方領土返還運動

生活習慣病予防週間

清水國明の輝きの人

ノー・レジ袋、
始めてみませんか

やまなし散歩
土曜日●PM5:50～6：00
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県立美術館の新収蔵品展

心から元気に

やまなし心の教育

やまなしの名工を訪ねて

やまなし元気ナビ
日曜日●AM7:30～7：45

2/3

2/10

2/17

2/24

3/2

いきいき職場を応援

魅力的な仕事③ソムリエ

テレビ・ラジオ番組

※放送番組は予定です。

冬の森で遊びませんか

県立科学館

■問い合わせ　1055-254-8151

「山梨プラネタリウムフェスティバル
2008」
s2月10日（日）・11日（月・祝）

■問い合わせ　1055-228-3322

「新収蔵品展」
s～3月2日（日）
s無料

県立美術館

県立考古博物館

■問い合わせ　1055-266-5286

風土記の丘望見展「山梨の縄文人のく
らし」
s2月2日（土）～3月23日（日）
s無料

■問い合わせ　1055-235-8080

県立文学館
閲覧室資料紹介「山梨の農民文学」
s～4月13日（日）

自動車の名義変更は
3月中に

知事
出演

知事就任1年を
迎えて

知事
出演

山梨ことぶき勧学院学生募集

県立博物館

■問い合わせ　1055-261-2631

シンボル展「レッドデータブックの生き
物たち」
s2月19日（火）～3月23日（日）
s常設展観覧料のみ

県立富士湧水の里水族館

■問い合わせ　10555-20-5135

山梨県立文学館 3055-235-8080 5055-226-9032問い合わせ先

原油や原材料価格の高騰
等に対する金融支援実施
　原油や原材料価格の高騰、売上高
の減少などにより業況が悪化している
中小企業者向けに県融資制度（商工
業振興資金）による金融支援を実施
しています。

s経済変動対策融資（原油・原材料価
　格高騰緊急対策関係）
　 　■ 限度額／運転資金4,000万円
　 　■ 融資利率／年1.7～1.9％（別途、
　　保証料が必要です）
　 ■ 償還期間／10年以内（うち据置1
　　年以内）
　 　■ 貸付要件／「原油・原材料価格の高
　　騰等により最近3カ月間の売上高
　　に占める仕入価格の割合が増加」
　　または「最近3カ月間の売上高等が
　　前年から5％以上減少」
s経済変動対策融資（不況業種対策
　関係）
　 　■ 限度額／運転資金4,000万円
　 　■ 融資利率／年1.5～1.7％（別途、
　　保証料が必要です）
　 　■ 償還期間／10年以内（うち据置1
　　年以内）
　 　■ 貸付要件／国指定の特定不況業種
　　で最近3カ月の売上高等が前年か
　　ら5％以上減少など
s申込先／県内の銀行、信用金庫、信用
　組合
s取扱期間／平成20年3月31日まで
●問い合わせ先／商業振興金融課

　3055-223-1538 5055-223-1534 

経営セーフティ共済（中小
企業倒産防止共済制度）
のご案内
　経営セーフティ共済（中小企業倒
産防止共済制度）は、取引先の突然
の倒産が原因で、経営悪化の危機に
直面してしまったときに資金を借り入
れることができる共済制度です。中小
企業を守るために国がつくり、運営は、
独立行政法人中小企業基盤整備機
構が行っています。

　無担保・無保証人で、積立掛金の
10倍の範囲内（最高3,200万円）で被
害相当額の共済金の借り入れが可�
能です。毎月の掛金も税制上、必要
経費または損金に算入できます。
加入申し込みは、商工会、商工会議所、
金融機関の本支店の窓口で行うこと
ができます。

●問い合わせ先／商工総務課

　3055-223-1533 5055-223-1534
　経営セーフティ共済ホームページ　
　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

メタボリックシンドローム
予防に着目した特定健診・
特定保健指導が始まります
　現在、40歳から74歳の男性の半
数がメタボリックシンドロームの該当
者及び予備軍であると言われています。
メタボリックシンドロームは生活習慣
病の前段階であり、生活習慣を改善
することにより予防できます。
　平成20年4月から始まる特定健診・
特定保健指導は医療保険者（市町
村国民健康保険、健康保険組合、
政府管掌健康保険、共済組合等）に
加入している40歳から74歳の方が
対象です。メタボリックシンドロームを
早期発見する 特゙定健診 を゙受け、メ
タボリックシンドローム対策のための
特゙定保健指導 で゙生活習慣を見直し、

「生涯健康」を目指しましょう。

　特定健診・特定保健指導の詳細につ
いては、各医療保険者（ご自身の保険証
に記載してある保険者）にお問い合わ
せください。

●問い合わせ先／
　国保援護課

　3055-223-1465 5055-223-1468
　健康増進課

　3055-223-1493 5055-223-1499

2月7日は
「北方領土の日」
　「択捉と国後・色丹・歯舞は　日本の

領土です　誇りです」（平成19年度北

方領土に関する標語最優秀賞）
　択捉島、国後島、色丹島、歯舞群
島の北方領土は、わが国固有の領土
です。
　毎年2月7日は、北方領土の日です。
この機会に北方領土について考えて
みませんか。
※北方領土が日本の領土であること 
　を定めた日露通好条約が、1855年
　に締結されました。この条約の調印
　の日にちなんで、2月7日が北方領土
　の日と決められました。

●問い合わせ先／広聴広報課

　3055-223-1339 5055-223-1525

山梨県男女いきいき・
輝き宣言企業募集
　職場での男女共同参画の推進に
積極的に取り組んでいる企業、または
積極的に取り組もうとする企業を「男
女いきいき・輝き宣言」企業として募集
しています。宣言をした企業には、登
録証を交付し、県のホームページにそ
の取り組みを掲載するなど広く県民の
皆さんへ紹介していきます。

s応募要件／県内に事業所がある企業、
　法人、団体で、次に掲げる事項のいず
　れかに取り組んでいる、または取り組
　もうとする企業
　 　■ 職場での男女共同参画推進のため
　　の環境整備　
　 ■ 仕事と家庭、地域活動などが両立で
　　きるようにするための取り組み　
　 ■ 女性の能力を生かすための取り組
　　み
　 ■ セクシャル・ハラスメント防止の取
　　り組み
s応募方法／応募用紙に必要事項を記
　入の上、郵送またはメールで申し込
　んでください。※応募用紙はホーム
　ページからダウンロードできます。
●申し込み・問い合わせ先／
　男女共同参画課

　3055-223-1358 5055-223-1335
　ホームページ
    http://www.pref.yamanashi.jp/
         barrier/html/danjo/index.html
　メール
    danjo@pref.yamanashi.lg.jp

県政モニター募集
　県民の皆さんの声を県政に反映す
るため、インターネットを利用したアンケ
ート調査にご協力いただく県政モニタ
ー（インターネットモニター）を募集します。

s募集定員／100名程度
s任期／1年間（平成20年4月1日～
　平成21年3月31日）
s内容／県政に関するアンケート調査
　への回答（年5回程度）
※謝礼として、グラフ誌「ザやまなし」
　を毎月送付します。
s応募資格／
　 　■ 県内在住の20歳以上の方（平成
　　20年4月1日現在）
　 　■ インターネットを利用でき、メール
　　アドレスをお持ちの方（ただし、携
　　帯電話などの携帯端末を除きます）
s応募方法／県ホームページの「イン
　ターネットモニター応募フォーム」に
　必要事項（住所・氏名・年齢・性別・電
　話番号・メールアドレス）を入力し、
　送信してください。
s応募期間／2月1日（金）～2月29日（金）
　※応募の詳細については、県ホーム
　　 ページをご覧ください。
●申し込み・問い合わせ先／広聴広報課

　3055-223-1336 5055-223-1525
　ホームページ
　http://www.pref.yamanashi.jp/
     barrier/html/koucho/index.html

富士山レンジャー募集
　富士山の環境保全のため意欲的
に活動する方を募集します。

s採用予定人員／2名
s勤務場所／県立富士ビジターセンター
　（富士河口湖町）
s雇用期間／平成20年4月1日から　
　1年間※以降4回まで更新可
s雇用形態／週5日・38時間勤務（非
　常勤職員）   
s選考方法及び試験日
　  ■一次選考（筆記試験）：2月20日（水）
　  ■ 二次選考（人物試験）：3月4日（火）
s受付期間／～2月8日（金）
s応募資格／20歳から60歳までの方
　（平成20年4月1日現在）ほか

　※詳細については、お問い合わせく
　　ださい。  
●申し込み・問い合わせ先／観光資源課

　3055-223-1521 5055-223-1670

冬季企画展「小さな生きものたち」

s～4月21日（月）
s入館料のみ

s募集人数／360名（9学園各40名：甲府・中巨摩・北巨摩・東山梨・東八代・西八代・南巨摩・南都留・
　北都留）
s入学資格／県内在住のおおむね60歳以上、健康で学習意欲があり、通学が可能な方
s学習場所／甲府：山梨ことぶき勧学院大学院（旧第一商業高校文化創造館）、中巨摩：農林高校文化創造

　館（甲斐市）、北巨摩：北巨摩合同庁舎（韮崎市）、東山梨：山梨市民会館（山梨市）、
　東八代：八代総合会館（笛吹市）、西八代：市川三郷町総合福祉センター（市川三
　郷町）、南巨摩：南巨摩合同庁舎（鰍沢町）、南都留：男女共同参画推進センター
　ぴゅあ富士（都留市）、北都留：上野原市文化ホール（上野原市）
s修業年限／2年
s募集期間／～3月14日（金）※定員になり次第締め切ります。
s入学願書配付場所／各教育事務所
s学費など基本学習費を徴収します。

※クラブ活動・研修旅行に要する経費、学習場所への交通費、教材費、勧
　学院バッジ代、損害保険などは自己負担

申し込み・問い合わせ先

■ 社 会 教 育 課／3055-223-1772 5055-223-1775
■ 中 北 教 育 事 務 所／30551-23-3007 50551-23-3020
■ 峡 東 教 育 事 務 所／30553-20-2731 50553-20-2733
■ 峡 南 教 育 事 務 所／30556-22-8141 50556-22-8144
■ 富士・東部教育事務所／30554-45-7821 50554-45-7823

　本名 奈津。近代日本文学史を代表する女性作家。
　甲斐国山梨郡中萩原村（のち 大藤村・現 甲州市塩山）の農
家の出である樋口大吉（のち 則義）と同村の古屋あやめ（のち 
多喜）の次女として、1872（明治5）年、東京府に生まれた。1889（明
治22）年に父が病没。やがて、小説家を志して半井桃水（なから
い とうすい）に師事。1892（明治25）年3月、「闇桜」で文壇にデ
ビュー。「大つごもり」を発表した1894（明治27）年12月頃から充

実期を迎え、「たけくらべ」「にごりえ」などの代表作を次 と々発表。しかし、胸の病により、
1896（明治29）年11月23日、24才の若さで世を去った。

えとろふ　くなしり　しこたん　はぼまい

と　ち

　高齢者のための生涯学習大学校 山梨ことぶき勧学院では、平成20年度入学生を募集しています。

（風土記の丘研修センター）
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樋口一葉（ひぐち  いちよう）

樋口一葉
「ゆく雲」未定稿
樋口一葉

「ゆく雲」未定稿

■ 上に掲載の写真は、主人公の桂次が東京をたって、故郷の大藤村（現在の甲州市塩山）に帰っていく
　場面を書いた部分。上野原、つる（鶴）川、野田尻、犬目、取沢（鳥沢）、さる（猿）橋などの地名が見られる。  
■ 雑誌発表の本文では、主人公の名が「野澤桂次」だが、未定稿では「桂二」となっている。
■ 雑誌発表の本文より、細かに書き込んだ文面もあり、作品の成立を考える上で重要な資料である。

【1872～1896】


